
おヵヽダ Ｘ
し。

'80

12月15 b

新春の大空へ夢を飛ばそう

　　　　たこ作り講習会が開かれました。（1 1H29s）
一一一

,「　　　　　　○　　　　　　　！
：　Ｏ　　　　　　Ｇ　Ｏ
　　l^Wi．．．”£ ．＆゜

○ Ｑ

　12月は、一年の締めくくりの月であり、ふだん落ち着いている先

生も走り出す（師走）というほど忙しく、あわただしい月でもあり

ます。

　私たちの周囲から犯罪や事故を無くし、恵まれない人にぱ愛の

手｡を差し伸べ、みんながそろって新しい年を迎えたいものです。

圃s囲〔よ〕囲匝[剪囲紀d)脛回B〔ｶ〕囮囲固回

みんなそろつて明るいお正月を

No.4 3 8
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A
犯
い

訃
ぽ
肝
ぼ
訃
訃
肝
肝
ぽ
肢
叉

φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ

　
　
十
二
月
は
、
忘
年
会
な
ど
何
か
と
酒
を
飲
む
機
会
が
多
く
、
酒
酔
い
運

　
転
や
酒
気
帯
０
　
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
が
増
え
衣
す
。

　
「
あ
ま
り
酔
つ
て
い
な
い
と
思
つ
だ
の
で
」

　
「
少
し
し
か
飲
ん
で
い
な
い
か
ら
Ｌ

「
ひ
と
休
み
し
て
酔
い
が
さ
め
た
と
思
っ
た
か
う
」

　
　
こ
れ
が
、
酒
酔
い
お
よ
０
　
酒
気
帯
び
運
転
者
の
″
自
己
弁
護
″
の
主
な

　
も
の
で
可
が
、
自
分
勝
手
な
甘
い
判
断
は
大
変
危
険
で
す
。

φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ
φ

　
泗
を
飲
む
と
、
運
転
操
作
に
ど
ん

な
杉
響
を
お
よ
ぼ
す
か
．
「
洒
百
八

十
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
二
合
」
‐
‐
『
’
‐
ｌ
ｌ
』

ほ
ろ
酔
い
時
の
運
転
実
験
に
よ
る
と

7
-

レ
ー
キ
の
踏
み
方
・

　
　
　
　
　
　
■

　
酔
い
は
じ
め
の
飲
泗
後
三
十
分
か

極
度
に
悪
く
、
踏
み
遅
れ
が
目
立
つ

ほ
か
、
脚
部
の
動
作
が
あ
ら
あ
ら
し

く
乱
暴
に
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
徐

々
に
回
復
の
傾
向
を
示
し
ま
す
が
、

二
時
間
た
っ
て
も
ま
だ
飲
酒
前
の
状

態
に
回
復
し
ま
せ
ん
。

7
ふ
ｙ
セ
ル
ー
ク
ラ
ッ
チ

　
　
　

　
　
　
の
踏
み
方
１
　

　
踏
み
方
が
粗
暴
に
な
り
、
急
発
進
、

エ
ン
ス
ト
、
変
速
チ
ェ
ン
ジ
な
ど
、

運
転
の
的
確
性
を
欠
き
、
な
か
で
も

脚
部
の
迦
動
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ

ま
す
。7

ピ

　ド
■_･

祐
叫
い
れ
に
Ｕ
ド

リ
、
交
差
点
で
は
方
向
指
示
器
の
出

し
忘
れ
が
多
く
な
り
、
さ
ら
に
安
全

　
　
　
●

の
確
認
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
停
止
位
置
で
き
ち
ん
と
止

ま
れ
な
い
と
い
っ
た
不
安
定
な
状
態

が
兄
ら
れ
、
全
般
的
に
注
意
力
が
散

漫
に
な
り
ま
す
。

7∇

ン
ド
ル
操
作

. _ j謹上

　
酔
い
始
め
は
、
ふ
ら
つ
き
巡
転
や
、

歩
道
に
乗
り
上
げ
た
り
反
対
車
線
に

入
る
な
ど
の
。
脱
輪
”
が
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　
そ
の
後
は
、
徐
々
に
回
復
し
、
ハ

ン
ド
ル
操
作
が
大
胆
に
な
っ
て
危
険

に
な
る
な
ど
腕
の
運
動
機
能
の
低
下

を
示
し
ま
す
。

　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

　
以
上
の
実
験
結
果
か
ら
も
お
わ
か

り
の
よ
う
に
、
ノ
り
よ
い
と
一
杯
″

の
ほ
ろ
酔
い
時
で
も
注
意
力
が
散
漫

に
な
る
の
に
加
え
て
、
腕
と
脚
部
の

運
動
機
能
が
低
下
し
、
乱
暴
で
、
き

わ
め
て
危
険
な
運
転
を
し
て
い
ま
す
。

　
飲
酒
は
事
故
に
結
び
つ
く
可
能
性

が
大
き
い
の
で
、
「
飲
ん
だ
ら
乗
る

な
、
乗
る
な
ら
飲
む
な
」
の
原
則
は

絶
対
守
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

¨ｊ
滴
一
ｌ
一
一
ｌ

‘
｀
１
１
１
１
Ｗ
’
１
Ｉ

v
｡
v
］
｛
畿
坦
坦
。
か
一
次
。
応
駝
訟
夢
化
冬
ぺ
Ｉ

ｌ
ｒ
ｒ
！
ｌ
ｒ
Ｕ

i:グ“‘奮霞冴ﾚ

賢ぶー_‘y^　　　’－
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路
交
通
法
－

　
　
　
　
　
■

す
べ
て
の
飲
酒
運
転
を
禁
止

　
道
路
交
通
法
は
『
何
人
も
酒
気
を

帯
び
て
自
動
車
、
原
動
機
付
自
転
車

等
を
運
転
し
て
は
な
ら
な
い
』
と
定

め
、
７
　
ル
コ
ー
ル
の
量
の
程
度
に
か

か
り
ら
ず
、
す
べ
て
の
飲
酒
運
転
を

禁
止
し
て
い
ま
可
。

○
酒
気
帯
び
運
転

　
一
般
的
に
は
、
日
本
泗
（
一
級
）

な
ら
二
Ｃ
Ｃ
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
（
約
一

・
一
合
）
、
ビ
ー
ル
な
ら
七
六
〇
ミ

リ
リ
ヴ
ト
ル
（
約
一
・
二
本
）
、
ウ

イ
ス
キ
ー
（
四
〇
度
）
な
ら
八
〇
ミ

リ
リ
ッ
ト
ル
の
最
を
二
十
分
～
三
十

分
間
で
飲
ん
だ
場
合
表
わ
れ
ま
す
。

　
　
〈
罰
則
〉
三
ヵ
月
以
下
の
懲
役
又

は
三
万
円
以
下
の
罰
金
。

　
　
〈
違
反
点
数
〉
六
点
で
、
運
転
免

許
は
停
止
さ
れ
ま
す
。

＠
酒
酔
い
運
転

　
飲
泗
の
影
響
で
正
常
な
運
転
が
で

き
な
い
状
態
で
あ
れ
ば
、
血
中
ア
ル

コ
ー
ル
濃
度
に
関
係
な
く
、
つ
ま
り

飲
酒
量
に
関
係
な
く
椚
酔
い
迦
転
と

な
り
ま
す
。

　
　
〈
罰
則
〉
二
年
以
下
の
懲
役
又
は

五
万
円
以
下
の
罰
金
I
≫

　
　
〈
違
反
点
数
〉
十
五
点
で
、
こ
の

違
反
だ
け
で
運
転
免
許
は
取
り
消
さ

れ
ま
す
。

　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆
　
　
　
◆

　
な
お
、
運
転
す
る
こ
と
を
承
知
し

な
が
ら
酒
類
を
提
供
し
、
ま
た
は
飲

泗
を
す
す
め
ま
す
と
、
そ
の
人
も
罪

に
問
わ
れ
ま
す
。

　
　
「
乗
る
な
ら
飲
ま
す
な
」
も
ぜ
ひ

守
り
ま
し
ょ
う
。

-

/,

に

-

-

→匡皿匯←
　
十
二
月
は
、
空
き
巣
ね
ら
い
や
ひ

っ
た
く
り
犯
の
。
か
せ
ぎ
時
”
で
す
。

ボ
ー
ナ
ス
の
シ
ー
ズ
ン
で
も
あ
り
、

な
に
か
と
大
金
が
動
き
、
正
月
の
準

備
な
ど
で
ふ
わ
た
だ
し
く
な
り
、
家

を
あ
け
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
す
。

●
家
で
の
防
犯

　
空
き
巣
ね
ら
い
か
ら
家
を
守
る
た

め
に
は
、
ま
ず
カ
ギ
を
か
け
る
こ
と

で
す
。

　
空
き
巣
ね
ら
い
の

約
半
数
は
、
カ
ギ
を

か
け
忘
れ
た
場
所
か

ら
侵
入
し
、
ご
仕

事
″
の
時
間
は
、
な

ん
と
三
分
間
か
ら
五

分
間
で
じ
ゅ
う
ぷ
ん

な
の
で
す
。

　
五
、
六
分
の
買
い

物
だ
か
ら
と
い
っ
て

気
を
許
さ
ず
、
必
ず
カ
ギ
を
か
け
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

　
空
き
眼
ね
ら
い
が
、
ま
ず
目
を
つ

け
る
の
が
現
公
で
す
、
家
に
は
。
な

る
べ
く
必
要
以
外
の
現
金
は
置
か
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
預
金

通
帳
を
保
竹
す
る
場
合
は
、
必
ず
印

鑑
と
は
別
の
場
所
に
保
管
し
ま
し
よ

●
ひ
っ
た
く
り
の
防
止

　
十
二
月
に
な
る
と
、
め
っ
き
り
川

え
る
の
が
ひ
っ
た
く
り
で
す
。
他
の

月
に
比
べ
欝
戒
が
厳
し
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
約
一
割
も
被
害
が
川
え
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
ね
ら
わ
れ
や
す
い
の

が
女
性
と
老
人
で
す
。
混
堆
す
る
繁

革
街
な
ど
に
出
か
け
る
と
き
は
、
必

要
以
上
の
現
金
は
持
た
な
い
こ
と
で

す
。
ど
う
し
て
も
多
額
の
現
金
を
持

ち
歩
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
き
は
、

現
金
を
は
だ
身
近
く
に
持
つ
よ
う
に

し
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
に
現
金
を
入
れ

て
持
ち
歩
く
と
き
は
、
胸
に
か
か
え

る
よ
う
に
し
て
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
銀
行
な
ど
、
金
融
機
関
で
大
金
を
お

ろ
し
、
持
ち
運
ぶ
と
き
は
、
で
き
る
だ

け
二
人
で
行
動
し
、
金
触
機
関
の
往
復

に
は
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
を
利
用
し
、
人
と

接
触
し
な
い
よ
Ｉ
つ
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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年度別公害関係苦情受理件数

公
害
の
苦
情

　
公
害
と
は
「
事
業
活
動
そ
の
他
の

人
の
活
動
に
1
1
　
つ
て
生
ず
る
相
当
範

囲
に
わ
た
る
大
気
の
汚
染
、
水
質
の

汚
濁
、
土
壌
の
汚
染
、
騒
音
、
振
動
、

地
盤
の
沈
下
及
び
悪
臭
に
よ
っ
て
、

人
の
健
康
又
は
生
活
環
境
に
係
る
被

害
が
生
ず
る
こ
と
」
と
定
義
さ
れ
て

い
る
。

　
近
年
。
生
産
工
場
に
関
す
る
苦
情

発
生
率
は
横
ば
い
傾
向
に
あ
り
、
そ

れ
に
ひ
き
か
え
、
商
店
、
飲
食
店
や

一
般
家
庭
に
係
る
近
隣
公
害
的
な
苦

件

150

100

情
の
川
加
が
目
立
ち
、
公
害
の
受
け

と
め
方
、
苦
情
内
容
は
複
雑
多
様
化

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
被
害
状
況
は
、

感
覚
的
、
心
理
的
な
も
の
が
ほ
と
ん

ど
を
占
め
、
対
人
関
係
の
要
素
が
強

く
作
用
し
、
容
易
に
解
決
し
な
い
も

の
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。

50

０

昭和　50　　　51　　　52　　　53　　　54年度
　
１
１

　
Ｏ
　
・

しなは
・

情苦ヽ
つ

伴
一

に下沈
・

盤地
一

び及染汚
．

’

壌土　
Ｔ

考備

大
気
汚
染

　
昭
和
三
ト
年
代
後
半
か
ら
の
産
業

活
動
の
急
速
な
発
達
に
よ
る
硫
黄
酸

化
物
及
び
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の

加
速
的
な
普
及
に
よ
っ
て
窒
素
酸
化

物
、
一
酸
化
炭
素
、
炭
化
水
素
等
の
　
　
一

排
ガ
ス
が
問
題
に
さ
れ
て
き
た
。
こ

れ
ら
の
施
策
と
し
て
、
固
定
発
生
源

に
は
昭
和
四
十
四
年
の
環
境
基
準
の

設
定
、
排
出
規
制
の
実
施
及
び
処
理

施
設
の
設
備
改
善
等
に
よ
り
、
着
実

に
改
善
さ
れ
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
移
動
発
生
源
に
対
し
て
は
、

乗
用
車
に
五
十
三
年
度
規
制
、
バ
ス
・

ト
ラ
ッ
ク
等
に
五
十
四
年
度
規
制
が

行
わ
れ
、
近
々
第
二
段
階
規
制
も
実

施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
こ

れ
ら
の
規
制
の
導
人
、
強
化
に
か
な

り
改
答
が
期
待
さ
れ
る
。

　
市
内
の
大
気
汚
染
状
況
は
、
硫
黄

酸
化
物
、
窒
素
酸
化
物
と
も
に
ほ
ぽ

環
境
基
準
を
満
足
し
て
い
る
、
し
か

し
、
国
道
一
号
線
沿
い
で
は
、
二
酸

化
窒
素
の
環
境
基
準
を
満
足
し
て

い
な
い
地
域
も
あ
り
、
自
助
車
排
気

ガ
ス
に
よ
る
人
気
汚
染
が
懸
念
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
も

状
況
は
握
に
つ
と
め
、
積
極
的
な
施

策
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
　
●

水
質
汚
濁

　
本
市
は
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保

全
を
目
標
に
、
工
場
・
事
業
所
の
立

入
訓
査
・
排
水
監
視
・
し
尿
浄
化
槽

の
監
視
・
指
導
・
合
成
洗
剤
の
自
粛

等
に
よ
る
生
活
排
水
対
策
を
行
う
一

方
、
環
境
雌
準
の
水
域
指
定
が
さ
れ

た
矢
作
川
・
乙
川
及
び
鹿
乗
川
を
は

じ
め
と
し
た
主
要
河
川
の
定
期
的
水

質
調
査
・
汚
濁
負
荷
最
調
査
・
水
生

昆
虫
類
調
轟
及
び
底
質
調
査
を
実
施

し
、
水
域
環
境
の
総
合
的
な
は
握
を

推
し
進
め
て
い
る
。

　
昭
和
五
十
四
年
度
の
乙
川
・
鹿
乗

川
の
水
質
状
況
は
、
人
の
健
康
に
係

る
カ
ド
ミ
ウ
ム
ー
シ
ア
ン
等
の
健
康

項
目
に
つ
い
て
す
べ
て
環
境
基
準
を
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水質調査結果

達
成
し
て
い
る
。
水
質
汚
濁
の
指
標

で
あ
る
生
活
項
目
に
つ
い
て
は
、
大

腸
菌
群
数
を
除
き
環
境
基
準
を
ほ
ぽ

満
足
し
て
い
た
。

　
大
腸
菌
群
数
の
要
素
と
し
て
は
、

家
庭
排
水
が
大
き
な
割
合
を
占
め
る

の
で
、
し
尿
浄
化
槽
の
維
持
管
理
の

指
導
強
化
を
は
か
っ
て
い
き
た
い
。

河　川　名　　　　　　乙　　　　川　　　　　！　鹿乗川

　　　　　　　調査地点It if 鳩こ万

i

ここ二];

』定値･1^　肉

旧大干僑
　　　　　啜　唸環境爪準･一一一一一一
　　　　　･F　吻

･備頌かII　　　刺

一一畷晩爪準一
一r･　均　　　　ｆ　均

環境魯準
･f　均

生

活

環

堤

項

目

水素イオン濃胎P出　7,3 6.9 6.5以上8.似下　6.9 7.2 f>以上i.眼下　6.86,si:i往5訂

溶存肢素量(DO)fpa　9,8 9.4 　7.5以上　8.8 8.9　5以L　4.6 ５以上

卜剔に町無素養諸一BODip　1.0 1.1 　2以下　2.6 3.4　5 以下　5.2 5 11下

化竿的酸素要に心)D 芦　2.3 2.1　-　　5.3 6.6　-一一　　8,0 　一
一一一‥-

　50以下浮遊物質量( S S J限　２　１　１　　25以下　２ 4　50 以下　10

大累菌群数MPN･ion以5.1×10^ 1.4X10‘　l.OOO以下2.0x10’ 9.4X10’　8.0X10‘ -

騒
音
・
振
動

　
騒
音
、
振
動
公
害
は
住
民
の
生
活

環
境
に
及
ぼ
す
影
響
が
大
き
く
、
そ
き

の
性
質
上
、
感
覚
的
、
心
理
的
被
害
動

か
主
と
な
っ
て
い
る
。
苦
情
の
発
生

ｔ

原
因
を
み
る
と
、
工
場
、
建
設
作
業
、
通

交
通
機
関
が
中
心
で
あ
っ
た
も
の
が
、
四

殼
近
。
近
隣
騒
音
（
ピ
ア
ノ
等
の
楽
よ

器
練
習
音
、
ク
ー
ラ
ー
、
ス
テ
レ
オ
４
Ｃ

等
の
騒
音
）
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
騒

れ
て
き
て
い
る
、
ま
た
、
目
ま
い
、
心
匹

頭
痛
等
の
健
康
被
害
が
出
る
と
い
わ
号

れ
る
低
周
波
騒
音
も
問
題
化
し
つ
つ
１
　

あ
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国

　
心
内
の
国
道
一
号
沿
線
に
お
け
る

自
動
車
交
通
公
害
は
年
々
深
刻
化
し
、

沿
線
の
環
境
悪
化
は
、
は
か
り
し
れ

な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

各
関
係
機
関
に
よ
り
、
各
種
の
施
策

が
実
施
さ
れ
、
夜
間
の
騒
音
に
つ
い

て
は
や
や
改
善
さ
れ
た
が
。
沿
線
住

民
に
と
っ
て
望
ま
し
い
環
境
に
至
っ

て
な
い
。

（中央値）

　→一朝

音

80

)(ホ

昼

夕

夜

→=

－一毎－
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（年月）
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泌i

12 1

－ －

交通量

O全交通量

; 11/日l「

45.000

40.000!

大型車交通量-J~●～●
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-‥

''

■／＼
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．／″｀１′゛丿
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●･．

（年月）
３

東
名
閉
破

5
5
2
1
委
に
よ
乙

　
Ｉ９

_ 1

　　ふ＼

６

　
｛
流
彫
Ｗ

　
　
ト
ン
ネ
ル
｀
ｆ
故

東
名
日
本
靫

３　
　
小
似
服
糾
火
咄

１２　
　
　
｛
‥
…
り
川
剛
火
袖

９
巾
綿
規
制
４
人
？

１
23　６

53

0
　
1
　
叫
叫

0
0
0
0
0
0

　
I
　
S
　
1

0
5
0

り
乙
　
―
―

自
然
環
境
保
全

　
豊
か
な
緑
と
き
れ
い
な
空
気
と
水

の
あ
る
自
然
環
境
は
、
人
間
が
健
康

９
　
　
で
快
適
な
生
活
を
営
む
上
で
欠
く
こ

　
　
　
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
動
植

６３２

物
が
生
息
す
る
に
も
必
要
な
要
素
で

あ
る
、
こ
う
し
た
自
然
環
境
を
保
全

す
る
た
め
、
岡
崎
市
土
地
開
発
行
為

事
務
指
導
要
綱
に
よ
り
開
発
に
対
す

る
適
が
な
指
導
を
行
い
、
住
み
良
い

環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。



６

●
●

国勢調査
　市集計結果まとまる

企画課統計係

　　　　登23－6 0 3 2

　
第
十
三
回
国
勢
調
査
は
、
去
る
十
月
一
日
全

国
一
斉
に
実
施
さ
れ
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
の

お
陰
で
、
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
国
勢
調
査
に
よ
る
市
集
計
結
果
が
、
こ

の
程
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　
前
回
（
五
十
年
）
と
比
べ
、
総
人
口
は
Ｉ

ペ
八
％
、
男
は
こ
∵
三
四
％
、
女
は
Ｉ

一 一

四
四
％
、
世
帯
数
は
二
Ｉ
・
六
〇
％
の
そ
れ
ぞ

れ
増
加
で
し
た
”
　
=
1
帯
数
が
急
増
し
て
い
る
の

は
、
今
回
、
単
身
の
勤
労
者
が
一
世
帯
と
し
て

調
査
さ
れ
た
た
め
で
す
。

　
な
お
、
確
定
人
口
は
、
昭
和
五
十
七
年
四
月

に
公
表
さ
れ
ま
す
。

　
又
、
調
査
票
の
Ｉ
％
抽
出
速
報
に
よ
る
産
業
、

職
業
分
類
等
の
結
果
公
表
は
、
昭
和
五
十
六
年

三
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

確
か
な
統
計
明
る
い
未
来

　
　
　
工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
画
課
統
計
係
　
萱
2
3
　
6
0
3
2

　
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
に
属
す
る
す
べ
　
の
一
つ
で
す
．

て
の
事
業
所
を
対
象
と
し
て
．
毎
年
十
二
月
三
　
　
調
査
の
結
果
は
、
国
民
生
活
の
広
い
分
野
で

十
一
日
現
在
で
、
事
業
所
数
、
従
業
者
数
、
製
造
　
活
用
さ
れ
、
住
み
よ
い
日
本
を
築
く
た
め
に
役

品
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額
な
ど
を
調
査
し
、
　
立
っ
て
い
ま
す
．

工
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
　
　
な
お
、
従
業
員
三
十
人
以
上
の
事
業
所
は
、

し
た
調
在
で
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
構
造
統
計
訓
査

　
明
治
四
十
二
年
に
始
め
ら
れ
、
大
正
九
年
か
　
も
併
せ
て
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

ら
は
．
毎
年
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
．
昭
　
た
'

>

和
二
十
二
年
に
は
指
定
統
計
調
査
に
指
定
さ
れ
　
　
十
二
月
下
旬
か
ら
．
対
象
事
業
所
へ
訓
査
貝

る
な
ど
、
我
が
国
の
統
計
調
査
の
う
ち
で
も
、
　
が
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

国
勢
調
査
な
ど
と
並
ん
で
、
最
も
重
要
な
調
査
　
を
お
願
い
し
ま
す
．

各年10月１日（単位：人）国勢調査の推移
回数 年　別

人　　　　　　　　□
　　　　　１　１世帯当世帯数｜たり人口 人口密度

女性100人に

対する男性数総　数｜　男　｜　女
１

２

３

'I

５

６

７

８

９

10

11

12

13

大Tﾆ9,竿　　3H.527　　18，533　　19,994　　a, 623　　　.1.47　　1 .958　　　92、７

　　Ｍ　　　44．556　　22.257　　1^2，299　　10,052　　　4，4:-i　　2,2(i4　　　99.8

Ili'-i和5年　　65.507　　^1，7･ki　　:i:i，76i　　14,026　　　4.67　　1.2B8　　　94,0

　　10　　　77，195　　37，124　　4(1,071　　15,650　　　■I, 9^^　　1.51H　　　92.6

　　15　　　84，073　　;59，r)75　　４･I .498　　17,142　　　4.90　　1.654　　　88.9

　　22　　　8:3.361　　40,135　　4;")、22i;　　IS,641　　　4.58　　1 .679　　　88.7

　　25　　　9e、o;≪)　　44,637　　51.393　　19，953　　　4.81　　1 .≪89　　　86.9

　　30　　155.902　　74.64(　81，262　　3].417　　　4.9(5　　　732　　　91.9

　　35　　166,095　　80.267　　85.828　　35，730　　　4、(!;^　　　792　　　93．5

　　-10　　194,409　　94,541　　9y，≪fi8　　44.712　　　4.3S　　　K5()　　　94.7

　　45　　210.515　102,886　107.629　　51.742　　　■i.O7　　　927　　　95．6

　　50　　234，51)　115.G39　　118.871　　61.145　　　a．s-i　　1 .OTA　　　97.3

　　55　　262.370　　129,906　　132.464　　74.352　　　3.53　　1. 156　　　98.1

＝
　
　
　
・

　
　
゛
｀
　
　
　
　
゛
ｙ
　
ｌ
　
　
　
　
　
　
没

社
会
教
育
課
青
少
年
係

　
　
　
　
　
　
公
ニ
＝
Ｔ
六
四
三
四

　
冬
は
、
一
年
を
迦
じ
て
最
も
Ｉ
家
団
ら

ん
に
ビ
ッ
タ
リ
の
や
節
で
す
。
特
に
年
の

は
じ
め
は
、
青
少
年
に
と
っ
て
も
新
し
い

希
望
と
目
標
を
も
つ
の
に
よ
い
機
会
で
す
。

　
反
㈲
、
年
末
や
年
始
は
世
の
中
が
あ
わ

た
だ
し
く
、
非
行
・
交
通
事
故
・
火
災
な

ど
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
時
期
に
、
青
少
年
が
規
律
正

し
い
生
活
を
送
り
、
楽
し
く
有
意
義
に
過

ご
す
た
め
の
活
動
を
、
青
少
年
と
と
も
に

＆
家
庭
や
地
域
で
債
阪
的
に
展
開
し
ま
し

ｔ
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
あ
な
た
の
家
で
も
家
庭
の
日
を
」

　
目
標

○
　
親
と
子
が
心
を
結
ぶ
家
庭
の
日
を
つ

　
く
ろ
う

＠
　
余
暇
時
間
・
自
由
時
間
を
有
意
義
に

　
過
ご
そ
う

＠
　
よ
い
仲
間
と
の
交
流
を
は
か
ろ
う

○
　
よ
い
環
境
づ
く
り
を
す
す
め
よ
う

＠
　
非
行
の
芽
を
未
然
に
防
ご
う

　
期
間
　
十
二
月
二
十
一
ロ
か
ら
一
列
二

ト
目
ま
で

　
主
唱
　
愛
知
県
・
愛
知
県
膏
少
年
育
成

県
民
会
議
・
岡
崎
市
・
岡
崎
市
民
運
動
推

巡
遊
絡
協
議
会



お　か　ざ　き市政だより昭和55年12月15日
７

　　　　月　日

　　１－　．．-_し__－

　　12･27日（土）

本

　午　前

　－－‥一一　一一一　--一一一一

各課・各支所

とも平常通り

‥午_＿後　　一一一

　休　み

庁12月28日(日) 休　　　　み

各　　　　　　収納鰍・市尺課および指定金瞰

支12月29日（月)機関派出所（巾役所内川ま窓［1

所Ｉ　　　　　　棚

の12月30剛火）　収納課および指定令融機関派出

窓　　　　　I
fTrりU役所内) li窓.ぃji務を行

° 12臨司ぃ一一

務　　　　１月１日閑・２日剛・３日巾

日　　　　　　　４日川は休み

鐙

1月５日（月） 平常通り

(衛生センター　萱22－5436〈代表〉)

蚕死亡届、出生届等及び埋火葬の事務は、休み中でも市

　役所本庁当直室で受け付けます。なお、火葬場は12月

　28ロ(日)・１月１日(木)およびI月３日出は休場しますっ

｡･;>水道の修繕については、萱52－15I0にご連絡くださいっ

　　　　　　　　　　　　　(市立岡崎病院　a2i　8111)

衛

生

セ

ン

タ

　１

清

掃

作

業

日

程

　Ｘ

月日 ゴミ収集
持ち込みのゴミの受付

し尿収集

－一一一一一一

平常通-)

可燃物 不燃勧

12月

27日山 灘 侑ね 雨ね
12月

28日(II)
休み ‰ね

午加　　ｉ

８時30分～I　It
　午後零時

12月

29日{印 蕊 4

ふ

符ふ
12月

3o日吻

平常通'l
　■km日

収集地区 4lMf30^ 4

熟

12月31131*) ■1月１日困・２日剛・

３日出・4 日(ll)!i休み

１月

5 BOD 蕊 符ふ符詣平常itfi')

後
・
診

前　｜　午午

休

一 一

診　　療

　月　　　日

－
　12月27日CIJ

口(木)12月28日間･29日( I)･30出'k)･31日(水)･1月1

2 u勿･３日山･４口間は休診

通　　り平　　常１月５日(月)

市
立
岡
崎
病
院
の
診
療
日
程

旬多F£のゴミは次の場所まで自己搬入してください。

　可燃物→八帖南町・衛生センター、●･一般廃棄物100kg

　　　　　につき320円／産業廃棄物100kgにつき400円

　不燃物--才栗町埋立地(n46-2577)>・一般廃棄物100kg

　　　　　につきloo円／産業廃棄物100kgにつき200円

蚕本年の12月31日から来年１月４日までくみ取りを休み

　ますので、作業の都合により、１月上句のくみ収り地

　域を12月下旬にくみ取ることがありますので、よろし

　くご承知ください。

Ｉ■

－－

ｌ

　
非
行
防
止
に
ご
協
力
を

　
岡
崎
市
生
徒
特
別
指
導
推
進
委
員
会

　
今
年
度
、
岡
崎
巾
は
県
教
育
委
Ｈ
会
か

ら
生
徒
特
別
指
導
推
進
事
業
の
地
域
指
定

を
受
９
　
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
交
通
違
反
・
喫
煙
・
シ
ン
ナ

ー
遊
び
か
ら
始
ま
っ
て
、
家
出
・
万
引
・

鳩
力
・
性
非
行
に
い
た
る
ま
で
、
非
行
を

犯
す
青
少
年
が
全
国
的
に
川
え
続
け
て
い

る
現
状
か
ら
、
中
・
商
生
徒
の
非
行
を
防

止
し
て
地
域
こ
ぞ
っ
て
指
導
に
つ
と
め
、

そ
の
健
全
な
青
成
を
は
か
る
事
業
で
す
。

　
こ
の
事
巣
推
進
の
た
め
に
。
岡
崎
市
で

は
、
現
在
、
市
内
の
全
中
学
校
・
高
等
学
校

が
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
始
め
市
教
育
委
口
会
、
少

年
愛
護
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
関
係
諸
団
体
と

互
い
に
連
携
し
あ
い
、
一
体
と
な
っ
て
市

内
各
所
を
巡
回
し
補
導
す
る
な
ど
、
努
力

を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
納
導
に
際
し
て
は
、
岫
導
‥
‥
ハ
証
を
携
帯

し
、
自
校
の
生
徒
だ
け
で
な
く
市
内
の
仝

中
・
高
生
徒
を
対
象
に
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
｡
)

　
肖
少
年
は
次
の
世
代
の
担
い
予
で
す
。

巾
民
の
み
な
さ
ん
の
納
導
貝
へ
の
ご
理
解
、

ご
協
力
と
、
青
少
年
の
非
行
防
止
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
件
に
つ
い
て
の
ご
連
絡
な

ど
は
、
市
内
各
中
学
校
・
高
枚
の
生
活
桁

導
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。



８－

１
日

　－

13

日
14
日

15
日

19
U

21
日

22
日

23
日

24
日

新
年
交
礼
会

消
防
出
初
式

本
宿
小
学
校
屋
内
体
育
館
・

束
海
中
学
枚
校
舎
完
工

岡
崎
市
成
人
式

岡
崎
市
農
協
婦
人
大
会

男
川
小
学
校
校
舎
完
工

羽
眼
小
学
校
校
舎
完
工

第
５
回
市
民
年
賀
状
展

美
川
中
学
校
校
舎
完
工

ﾆ，-*一‾
/／

５
日
　
広
幡
小
学
校
校
舎
完
工

６
日
　
新
入
児
を
祝
う
よ
い
子
と
お

　
　
　
母
さ
ん
の
会

９
日
　
交
通
安
全
市
民
総
決
起
大
会

1
7
日
　
五
万
石
た
こ
あ
げ
大
会

1
8
日
　
福
岡
小
学
校
校
舎
完
工

2
5
日
　
有
害
図
書
追
放
市
民
運
動

３
　
月

１
日

２
□

奄
美
丘
会
館
オ
ー
プ
ン

中
高
屑
建
築
物
火
災
救
助
訓

練

３
日
　
井
田
小
学
校
佼
舎
完
工

４
日
　
六
名
小
学
校
校
舎
完
工
、
母

　
　
　
子
家
庭
等
中
卒
就
職
者
激
励

　
　
　
会

｜

５
日
　
第
６
回
岡
崎
市
社
会
福
祉
大
　
　
　
　
　
立
矢
作
保
育
閲
増
改
築
工
事

　
　
　
　
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
完
成

９
口
　
第
1
0
回
岡
崎
市
民
ス
ヶ
Ｉ
ト
　
　
９
日
　
緑
丘
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
完
成
、

16 15

日　日

大
会
．
岡
崎
市
ほ
子
寡
婦
福

祉
大
会

宇
頭
南
土
地
区
画
整
理
竣
工

第
６
回
岡
崎
束
公
闘
オ
リ
エ

ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会
、
第
３

回
岡
崎
市
老
人
福
祉
大
会
、

2
0
日
　
岡
崎
市
南
部
土
地
区
画
整
理

　
　
　
事
業
竣
工

2
2
ロ
　
矢
作
北
小
学
校
校
舎
完
工

2
7
日
　
葵
中
学
校
校
舎
完
工
、
城
南

　
　
　
土
地
区
画
り
理
組
合
竣
工咎

^^^H^HH^BBi^Bh.Jl^^^:flHiB^^B

Ｉ
ロ
　
六
名
公
圃
ナ
イ
タ
ー
開
き
、

　
　
　
禍
祉
の
村
オ
ー
プ
ン

５
日
　
み
ど
り
と
花
を
ふ
や
す
市
民

　
　
　
ま
つ
り
（
～
６
日
）

６
日

７
日

家
康
・
歴
史
行
列

岩
津
北
保
育
園
開
園
式
、
私

　
　
　
大
尉
寺
小
学
校
校
舎
完
工

1
2
日
　
梅
園
小
学
校
完
工
、
交
通
安

14
日

15
日

16
日

17
Ｈ

18
日

19
日

21
日

23
日

全
音
楽
パ
レ
ー
ド

明
神
僑
公
園
ナ
イ
タ
ー
開
き

六
″
美
中
学
校
校
舎
完
工

細
川
小
学
校
体
介
館
完
工

沁
作
南
小
学
校
休
育
館
完
工

下
水
終
末
処
理
場
改
築
竣
工

第
2
4
回
岡
崎
市
家
庭
婦
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

明
神
僑
公
園
ナ
イ
タ
ー
開
き

大
平
市
民
セ
ン
タ
ー
竣
工
、

市
立
病
院
立
体
駐
車
場
・
冊

護
寄
宿
舎
・
管
理
棟
竣
工

2
7
日
　
第
2
2
回
岡
崎
市
身
休
障
害
者

　
　
　
福
祉
大
会

５
　
月

２
日

３
日

南
公
園
遊
戯
施
設
オ
ー
ブ
ン

こ
ど
も
ま
つ
り
、
岡
崎
市
青

少
年
健
全
育
成
市
民
大
会

９
日
　
第
5
0
回
束
海
市
長
会
通
常
総

●゛

　Ｊ

Ｔ？ ｊ

Ｈ
日
　
岡
崎
市
中
学
校
総
合
体
育
大

会

り
一
日
　
岡
崎
市
市
民
巡
動
推
進
違
絡

14
□

17
日

協
談
会
総
会

国
一
問
題
対
策
協
議
会

美
合
保
育
園
増
改
築
工
事
竣

工

1
8
日
　
市
民
清
掃
の
ロ

2
1
日

2
5
日

27
日

30
日

市
立
岡
崎
病
院
慰
霊
祭

市
民
植
樹
祭

第
８
回
岡
崎
市
民
美
術
展

春
の
叙
勲
祝
貪
会

６
　
月

１
日
　
伊
賀
川
清
掃

８
日

市
営
住
宅
若
松
萱
林
荘
完
工

2
2
ロ
　
衆
議
院
談
貝
選
挙
・
参
議
院

　
　
　
議
貝
選
挙
・
最
高
政
裁
判
官

　
　
　
岡
民
審
査
投
票
日

2
5
日
　
悠
紀
斎
田
お
田
暁
祭
り

2
8
日
　
第
５
回
子
ど
も
会
育
成
者
大

　
　
　
会

3
0
日
　
内
田
市
長
辞
職

なできごと



６
日

７
日

５
周
年
記
念
式
典

岡
崎
市
消
防
団
連
合
観
閲
式

ご
み
再
利
用
品
無
料
配
付
展

示
会
及
び
不
要
品
バ
ザ
ー

14
日

９

日
３
日
　
岡
崎
市
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ー
デ
ン

　
　
　
全
天
候
屋
外
ス
ヶ
－
ト
リ
ン

　
　
　
ク
オ
ー
プ
ン
、
第
５
回
三
河

　
　
　
菊
ま
つ
り

５
日
　
第
２
回
岡
崎
市
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

岡
崎
若
松
土
地
区
画
幣
理
組

合
記
念
碑
除
幕
・
完
工
式

秋
の
叙
勲
祝
賀
会

教
育
文
化
賞
授
賞
式

第
2
6
回
岡
崎
市
子
ど
も
会
大

会
、
岡
崎
肢
体
不
自
由
児
父

母
の
会
ク
リ
ス
マ
ス
会

８
日
　
六
ッ
美
市
民
セ
ン
タ
ー
創
立
　
　
３
日

大
会
、
岡
崎
市
青
年
祭

1
6
日
　
岡
崎
都
市
美
化
協
会
総
会

19

日
　
岡
崎
市
青
少
年
問
題
協
議
会

1
6
日
　
第
り
一
回
岡
崎
市
民
了
フ
ソ
ン

お　か　ざ　き市政だより昭和55年12月15日

55年ﾉのお｀も

１
日
　
市
制
施
行
6
4
周
年
記
念
式
典

６
日
　
岡
崎
市
民
親
子
オ
リ
エ
ン
テ

　
　
　
ー
リ
ン
グ
大
会

８

日

13
日

9

19
日

－

27

日
31
日

岡
崎
市
婦
人
大
会

市
民
大
学
講
座
開
講

岡
崎
市
戦
没
者
追
悼
式

伊
賀
川
ま
つ
り

み
か
ち
ゃ
ん
放
流
ま
つ
り

’
喫
・
～
ａ

１
日
　
三
河
花
火
ね
り
込
み
行
列
、

　
　
　
五
万
石
お
ど
り

２
日
　
夏
ま
つ
り
花
火
大
会

３

中
田
江
蘇
竹
「
小
紅
花
芸
術

団
」
来
岡

1
0
口
　
第
3
3
回
岡
崎
市
民
水
泳
大
会

17

日
　
市
妊
選
挙
・
市
議
補
欠
選
挙

　
　
投
票
日

1
9
日
　
中
根
市
長
初
登
庁

2
4
日
　
岡
崎
市
子
ど
も
会
球
技
大
会

3
1
日
　
南
公
園
市
民
プ
ー
ル
無
料
開

　
　
　
放
・
親
子
宝
さ
が
し
大
会

４
日
　
東
海
道
新
幹
線
駅
新
設
期
成

　
　
　
同
盟
会
総
会
、
矢
作
川
流
域

　
　
　
総
合
開
発
期
成
同
盟
会
総
会

７
口
　
菅
生
川
一
斉
清
掃
、
岡
崎
市

　
　
　
婦
人
運
動
会

1
0
日
　
国
一
問
題
対
策
協
議
会

12
日

14
□

23
日

高
齢
者
宅
激
励
慰
問

岡
崎
市
青
年
体
育
祭

山
中
小
学
校
開
校
百
周
年
記

念
式
典

タ轟
５
日
　
市
民
清
掃
の
日
、
中
学
校
休

　
　
　
育
大
会

10

H

14
日

16
日

25

　
　
　
●

　
　
　
崎
ま
つ
り
（
1
2
6
日
）

2
6
日
　
岡
崎
市
議
会
議
貝
一
般
選
挙

　
　
　
投
票
日
、
第
７
回
岡
崎
市
農

　
　
　
業
祭

第
2
7
回
岡
崎
市
民
体
育
祭

暮
ら
し
と
行
政
よ
ろ
ず
相
談

第
1
0
回
み
ん
な
の
消
賞
生
活

展
（
～
2
1
日
）
、
親
善
都
市
　
　
Ｉ
Ｈ

石
垣
市
大
浜
小
学
校
児
童
来

　
　
岡

口
　
第
1
7
1
回
造
形
お
か
ぎ
き
っ
子

　
　
展
（
～
2
6
日
）
、
第
３
回
岡

｀
ａ
ｒ
≒
’

1
9
日
　
市
政
モ
ニ
タ
ー
会
議

2
3
日
　
岡
崎
市
商
工
業
優
良
従
業
貝

　
　
　
表
彰
及
び
優
良
新
聞
牛
乳
配

　
　
　
達
少
年
少
女
表
彰
式
、
岡
崎

　
　
　
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

2
6
日
　
岡
崎
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会

　
　
　
発
足
3
0
周
年
記
念
式
典

2
7
日
　
第
2
1
回
岡
崎
市
総
代
大
会

2
9
日
　
第
2
5
回
岡
崎
市
家
庭
婦
人
バ

　
　
　
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
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限
り
あ
る
収
入
の
な
か
で
、
よ
り

豊
か
な
生
活
を
し
、
家
庭
生
活
に
夢

と
目
標
を
盛
り
込
む
た
め
に
は
、
生

　
省
み
る
材
料
に
し
ま
し
ょ
う
。

＠
　
金
銭
の
記
録
だ
け
で
な
く
、
賀

　
状
リ
ス
ト
、
中
元
・
歳
暮
の
送
り

　
先
、
頂
き
物
、
来
客
、
訪
問
な
ど

　
簡
単
な
家
事
日
記
を
余
白
に
霞
い

　
て
お
く
と
後
日
役
立
ち
生
活
記
録

　
に
も
な
り
ま
す
。

活
設
計
を
た
て
、
計
画
的
・
合
理
的
　
＠
　
二
重
請
求
や
領
収
ミ
ス
が
チ
ェ

な
生
活
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で
　
　
　
ツ
ク
で
き
ま
す
。

す
。
そ
の
基
礎
に
な
る
の
が
家
計
簿
　
○
　
家
計
簿
に
基
づ
い
て
大
型
商
品

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
購
入
計
画
を
た
て
る
こ
と
に
よ

　
家
計
簿
を
つ
す
通
す
二
め
二
　
　
　
っ
て
、
じ
ゅ
う
ぷ
ん
に
商
品
研
究

　
　
　
　
Ｒ
Ｋ
Ｐ
＼
'
＾

９
Ｔ
≫
'
-
Ｋ
Ｔ
＆
；
＾
　
　
　
　
　
　
が
で
き
、
上
手
に
安
く
買
う
こ
と

○
　
市
販
さ
れ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
　
　
　
が
可
能
で
す
。

　
特
徴
の
あ
る
家
計
簿
か
ら
、
我
が
　
＠
　
過
去
の
家
計
簿
か
ら
、
バ
ー
ゲ

　
家
の
佃
性
に
合
っ
た
記
帳
し
や
す
　
　
　
ン
セ
ー
ル
の
時
期
や
野
菜
・
果
物

　
い
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
　
　
　
　
　
　
　
の
し
ゅ
ん
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

＠
　
帰
宅
し
た
ら
、
す
ぐ
記
帳
す
る
　
　
　
の
で
合
理
的
な
買
い
物
を
す
る
た

　
習
慣
を
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
に
も
役
立
ち
ま
す
。

＠
　
使
っ
た
お
金
を
メ
モ
す
る
だ
け
　
＠
　
公
共
料
金
や
税
金
、
物
価
な
ど

　
の
金
銭
メ
モ
帳
を
用
憲
し
て
お
く

　
と
、
整
理
は
後
日
で
も
で
き
ま
す
。

○
　
収
支
あ
わ
せ
に
神
経
質
に
な
ら

　
ず
、
多
少
の
違
い
は
家
計
の
運
営

　
に
影
響
な
い
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
家
計
簿
の
つ
け
方
と
効
用

○
　
貸
目
別
の
決
算
を
し
、
前
月
比

　
あ
る
い
は
前
年
比
を
出
し
生
活
を

に
敏
感
に
な
り
、
社
会
的
な
関
心

が
深
ま
り
ま
す
。

1~i:

市
史
編
さ
ん
周
囲
（
示
九
）

谷
間
に
潜
む
シ
ダ
植
物

　
シ
ダ
植
物
は
。
花
こ
そ
着
け
な
い

が
、
葉
の
形
、
色
つ
や
が
変
化
に
富

ん
で
お
り
、
独
特
な
魅
力
を
持
っ
て

い
る
。
山
間
の
陰
湿
地
で
は
、
草
本

層
の
主
役
に
な
っ
て
お
り
、
植
物
相

の
訓
査
に
お
い
て
も
、
重
要
な
も
の

で
あ
る
。
特
に
決
い
谷
間
で
の
状
況

は
、
今
ま
で
に
わ
か
っ
て
い
な
い
こ

と
も
多
い
と
考
え
、
調
査
に
力
を
入

れ
て
き
た
。

　
イ
ブ
キ
シ
ダ
は
、
市
内
に
見
ら
れ

る
シ
ダ
の
中
で
は
、
葉
の
切
れ
込
み

の
形
の
最
も
美
し
い
も
の
の
一
つ
で

あ
ろ
う
。
以
前
こ
の
シ
ダ
は
、
才
栗

町
に
し
か
分
布
が
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
最
近
男
川
ぞ
い
の

保
母
、
填
渕
、
乙
川
ぞ
い
の
蓬
生
、

古
部
、
尾
根
を
隔
て
た
切
越
の
各
町

に
広
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
が
判
明

し
た
の
は
、
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。

市
内
の
イ
ブ
キ
シ
ダ
の
生
育
地
は
、

す
べ
て
渓
側
で
あ
り
、
空
中
湿
度
が

多
く
、
水
は
け
の
よ
い
と
こ
ろ
を
好

む
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。

　
市
内
東
部
の
暗
い
谷
間
の
岩
に
は
、

暖
地
性
の
常
緑
シ
ダ
で
あ
る
イ
ワ
ヒ

ト
デ
や
ク
リ
ハ
ラ
ン
が
着
生
し
て
い

る
。
イ
ワ
ヒ
ト
デ
は
、
束
三
河
の
豊

川
流
域
に
所
々
見
ら
れ
る
も
の
の
県

下
に
は
少
な
い
シ
ダ
で
あ
り
、
西
三

河
の
分
布
は
、
岡
崎
市
内
の
二
ヶ
所

の
み
で
あ
る
。
イ
ワ
ヒ
ト
デ
と
い
う

名
は
、
菓
の
形
が
人
の
手
を
広
げ
た

状
態
に
似
て
い
る
こ
と
か
ら
、
つ
け

ら
れ
た
よ
う
だ
。
ク
リ
ハ
ラ
ン
の
方

は
、
葉
に
分
岐
や
切
れ
込
み
の
な
い

単
葉
で
あ
り
、
葉
脈
が
特
に
目
立
つ
。

こ
の
葉
脈
の
よ
う
す
が
ク
リ
の
葉
に

似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
名
が

つ
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
岩

に
太
く
長
い
根
茎
を
し
っ
か
り
と
付

着
さ
せ
て
い
る
姿
は
、
生
命
力
の
強

さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
ク
リ
ハ
ラ
ン
の

市
内
で
の
分
布
地
は
Ｉ
ヶ
所
の
み
で

あ
り
、
貴
重
な
存
在
で
あ
る
!
■
)

　
イ
ワ
ヘ
ゴ
も
市
内
東
南
部
の
林
下

に
、
址
近
に
な
っ
て
発
見
さ
れ
た
暖

地
性
常
緑
シ
ダ
で
あ
る
。
分
布
量
は

少
な
い
が
、
根
茎
が
大
き
く
、
葉
も

長
い
も
の
を
束
生
す
る
の
で
、
以
外

に
目
立
つ
。

　
市
内
東
南
部
の
谷
間
に
は
、
暖
地

性
の
常
緑
シ
ダ
、
ミ
ヤ
マ
ノ
コ
ギ
リ

シ
ダ
が
わ
ず
か
な
が
ら
見
ら
れ
る
。

こ
の
シ
ダ
は
、
典
型
的
な
陰
湿
地
を

好
む
シ
ダ
で
あ
り
、
林
下
の
岩
の
近

く
に
隠
れ
る
よ
う
に
生
え
て
い
る
。

葉
柄
の
下
部
に
は
、
黒
禍
色
の
鱗
片

を
つ
け
る
。
西
三
河
に
は
、
他
に
Ｉ

ヶ
所
分
布
す
る
だ
け
の
め
す
ら
し
い

シ
ダ
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

　
シ
ダ
植
物
に
は
、
周
囲
に
関
係
な

| ●

イブキシダ

く
、
思
い
が
け
な
い
種
が
一
株
の
み

存
在
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

シ
ダ
の
胞
子
が
小
さ
く
軽
い
た
め
、

風
に
よ
っ
て
遠
く
広
範
囲
に
運
ば
れ
、

環
境
条
件
さ
え
合
え
ば
生
育
す
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
が
原
囚
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
も
の
に
、
市
内
東
南

部
に
見
ら
れ
る
シ
ロ
ヤ
マ
シ
ダ
や
ナ

ラ
イ
シ
ダ
が
あ
る
。
シ
ロ
ヤ
マ
シ
ダ

は
、
暖
地
性
の
大
型
常
緑
シ
ダ
で
あ

り
、
林
下
の
日
陰
に
生
え
て
い
る
。

ナ
ラ
イ
シ
ダ
は
、
市
内
に
暖
地
性
の

シ
ダ
が
優
先
す
る
中
で
、
タ
ニ
ヘ
ゴ

な
ど
と
並
ん
で
寒
地
性
の
極
と
し
て

特
色
あ
る
も
の
で
あ
る
。
林
下
の
斜

而
に
生
育
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
市
内
の
谷
間
に
は
、

こ
こ
に
紹
介
し
た
以
外
に
も
、
分
布

上
貴
重
な
睡
が
あ
り
、
思
い
の
ほ
か
シ

ダ
の
腫
類
が
多
い
。
し
か
し
な
が
ら

こ
れ
ら
の
シ
ダ
は
、
環
境
の
変
化
に

弱
く
、
一
度
絶
え
た
ら
、
再
生
し
な

い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
私
た
ち
市

民
は
、
郷
土
の
財
産
と
し
て
こ
れ
ら

の
自
然
を
後
生
に
残
す
べ
く
、
努
力

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
　
自
然
（
植
物
）
班
　
調
査
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
賀
　
敏
之
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「
勤
労
感
謝
の
日
し
の
2
3
日
、
岡
崎
商
工
会
議
所
大
ホ

ー
ル
で
、
商
工
業
優
良
従
業
員
、
曖
良
新
聞
・
牛
乳
配
達

少
年
少
女
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
月
2
3
日
）

｜

　消防活動を理解可るために23日、各学区少年

消防クラブ員代茄こよる1 E消防署員を体験し

ましたo

　　　　　　　　　　　　　　　　(11月25E)r７謄，を苔鮑

リ　　゛‥‥‥‥‥▽よ筥T皿

ｔ
Ｉ
ａ

　
岡
埼
市
内
小
口
学
校
児
童
生
徒
の
連
合
立
日

楽
祭
「
岡
持
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
Ｌ
が
2
3
日
、
岡

冷
市
民
会
館
で
行
勾
り
、
子
ど
も
だ
↑
つ
の
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
ひ
ろ
う
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
り
月
2
3
日
）

　　^^Tr-^^,m，

－～。●ｌi

　
親
し
い
人
に
心
の
こ
も
つ
だ
年

賀
状
を
。
霞
く
婦
人
会
館
の
Ｉ
ヨ

教
室
（
年
賀
状
の
版
画
講
習
一
会
Ｌ

が
開
催
さ
ｎ
Ｊ
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
回
目
月
3
0
日
）

奪争卸争奪争奪争斗命斗争奪心奪争奪今斗･争み争ぞ･誓み争ぞ今や･脊ま･今や今昔･争奪争そ･･多ぞ心ぞ‥冬そ‥誉奪争球･今斗･命

圃
政
元
首
司

　
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｃ
Ｎ
局
1
1
1
1
番

市
か
ら
の
お
し
ら
せ
、
行
事
の
案
内

　
　
　
　
　
　
　
毎
月
曜
日
変
更

「
焦
無
だ
国
回

　
　
　
　
　
　
Ｏ
Ｊ
ｎ
局
1
1
1
2
番

休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知
ら

せ
、
継
康
一
口
メ
モ
（
切
り
傷
か
ら
の

出
血
に
つ
い
て
）
　
毎
月
咄
日
変
更

ず

一一
ど

玄
米
塵

｢千年いちようの木」

　大幡町　12月16日～31日

　　　　　き21局□1 3番

し
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り　ｔ

ｔl/∂
　　　　　　f　.　〆
　　の

び'｀≒

１月の

みよ－）

（－

１日　新春マラソン

　　　新年交札会（竜笑Ir.会館)

初術

竹rr <J|i川始め

小寒

しφ:

おかさ’き･鶏肉を売/

泊防出初め式、鏡開き

巾内小中学校河き初め展

（～18日･ 笑術館）

成人のＨ

巾民の年賀状展（～25日・

笑術館八人寒

巾民駅f云競走大会

文化財防火デー

おかぎき精肉安売デー

市県民税（第4刈）と国民

鯉康保険料(第4 m)の納

川限

２日

４日

６日

７日

10日

11日

14日

15日

21日

25日

26日

29日

31日

一一一一一一一一一一一・
一一一一一一一一一一一一

－〃ｊ

万≧心上二，
９受講者募集

働く婦人会館

　　　酋23－2963

運
動
不
足
や
ス

ト
レ
ス
が
た
ま
り
が
ち
な
季
節
で
す
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
、
全
身
の
機
能
を

整
え
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
身
体

を
保
持
し
ま
し
ょ
う
。

　
日
時
　
１
月
刀
一
口
～
2
U
2
5
‐

　
（
５
回
）
毎
週
水
曜
日
　
午
後
６
時

～
８
時

　
場
所
　
岡
崎
市
励
く
婦
人
会
館

　
講
師
　
佐
藤
美
貴
ｆ
氏
（
岡
崎
女

子
短
期
大
学
講
師
）
　
鈴
木
裕
美
子

氏
（
中
京
女
子
大
学
講
師
）

　
対
象
者
　
巾
内
在
仕
、
在
勤
の
勤

労
婦
人
（
家
庭
の
主
婦
の
か
た
も
受

講
で
き
ま
す
）

　
募
集
人
員
　
3
0
々
Ｊ
‥

　
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

費
千
川
を
必
要
と
し
ま
す
）

　
申
込
方
法
　
１
月
1
0
日
出
午
前
1
0

時
3
0
分
か
ら
受
付
を
し
ま
す
の
で
、

働
く
婦
人
会
館
へ
直
接
又
は
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
定
貝

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

　　市

　　民

　　課
　　調

　　査

萱係
23

６

１
３

４

ＪＨ

卵汽

　
本
年
は
、
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
、

皆
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
当
市
で
も
引
き
続
き
岡
崎
市

世
帯
調
査
規
定
の
定
め
に
よ
り
、
住

民
の
実
態
を
は
握
し
て
各
腫
の
行
政

事
務
の
恭
礎
資
料
と
す
る
た
め
、
定

期
世
帯
調
在
を
次
に
よ
り
実
施
し
ま

す
の
で
、
主
旨
を
ご
理
解
の
う
え
ご

協
力
く
だ
さ
る
ぷ
つ
お
願
い
し
ま
す
。

　
調
査
現
在
日
　
昭
和
5
6
年
１
月
―

　
調
査
期
間
　
昭
和
5
6
年
１
月
１
日

～
１
月
1
0
日

　
調
査
員
　
岡
崎
市
職
貝

　
調
査
内
容
　
住
所
、
準
世
帯
・
ア

パ
ー
ト
・
同
居
先
名
称
、
通
称
町
名
、

組
名
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
続
柄
、

職
業
・
勤
務
先
及
び
異
動
事
項
等
の

確
認
な
ど

　
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

市
内
全
域
に
わ
た
り
、
消
防
団
が
警

備
詰
所
ご
と
に
歳
末
特
別
警
戒
を
実

施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
家
庭
や
職
場
で
の
火

の
取
扱
い
に
十
分
注
意
し
、
火
災
予

防
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
期
間
　
1
2
月
2
8
日
～
3
0
日
ま
で

　
（
毎
日
午
後
９
時
か
ら
）

　
サ
イ
レ
ン
・
警
鎗
の
吹
打
鳴
　
歳

末
防
火
の
呼
び
か
け
の
た
め
、
午
後

９
時
に
、
サ
イ
レ
ン
（
長
―
声
3
0
砂

閻
）
及
び
警
鈍
（
―
点
打
１
分
間
）

の
吹
打
嗚
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
●

　
も
し
火
事
に
な
っ
た
ら
、
局
番
な

し
「
１
１
９
番
」
で
、
町
名
、
目
標

な
ど
を
は
っ
き
り
と
確
実
に
伝
え
ま

・
　
あ
な
た
で
す
／

　
　
　
火
事
を
出
す
の
も

　
　
　
　
ふ
せ
ぐ
の
も

　
子
供
た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
、
図

工
・
笑
術
に
関
心
を
も
ち
創
造
力
を

伸
ば
す
よ
う
、
次
の
と
お
り
「
太
陽

の
城
造
形
教
室
」
を
開
講
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
多
数
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
受
講
対
象
者
お
よ
び
開
設
日
時

　
①
小
学
校
３
年
生
　
１
・
２
‥
月
の

土
曜
日
（
６
回
）
　
午
後
２
時
～
午

後
４
時
　
②
小
学
校
２
年
生
　
―
・

２
月
の
日
曜
日
（
６
回
）
　
午
前
９

時
3
0
分
～
午
前
1
1
時
3
0
分

③
小
学
校
１
年
生
　
―
・
２
月
の
日

曜
‐
（
６
回
）
　
午
後
２
時
～
午
後

４
時

　
講
座
の
内
容
（
６
回
で
修
了
）

貼
上
あ
そ
び
、
描
画
、
紙
工
作
等

　
募
集
人
員

　
各
学
年
と
も
ｓ
名

　
受
講
料
　
無
料
で
す
。
た
だ
し
、

教
材
費
が
６
回
分
で
千
円
必
要
で
す
。

　
申
込
方
法

　
り
一
月
2
1
日
午
前
８
時
3
0
分
よ
り
太

隅
の
城
二
階
事
務
所
で
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
教
材
叫
千
円
を
添
え
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
。
定
Ｕ
に
な
り
次
第
締
め

切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
、
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　　や
　　す

　　ら

　　ぎ
　　公

萱園
46管

Ｉ理
３事
２務

６所

○

日

曜

墓

地

相

談

　
好
評
の
岡
崎
墓
園
で
は
”

Ｃ
Ｍ
月
の

日
曜
墓
地
相
談
日
を
、
次
の
と
お
り

開
設
い
た
し
ま
す
か
ら
、
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
日
時
　
1
2
月
2
1
日
（
日
）
　
午
前
８

時
3
0
分
～
午
後
５
時

　
場
所
　
才
栗
町
　
や
す
ら
ぎ
公
喇

圖
〃

収
納
課
庶
務
係
　
萱
2
3
　
6
1
1
5

下
水
道
課
設
備
係
容
2
3
　
6
2
9
8

（
一
一
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　
　
（
第
３
期
）

'
・
'
岡
崎
都
市
計
画
下
水
道
事
業
受
益

　
者
負
担
金

　
　
（
第
２
期
・
第
３
期
）

　
納
期
限
几
ら
一
月
2
7
日
出

　
今
月
は
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計

画
税
（
第
３
期
）
、
都
市
計
画
下
水

道
事
業
受
益
者
負
担
金
（
第
２
期
・

第
３
期
　
初
年
度
納
付
者
に
つ
い
て

は
第
２
期
分
、
２
・
３
年
度
納
付
者

に
つ
い
て
は
第
３
期
分
）
の
納
期
で

す
の
で
お
忘
れ
な
く
納
付
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
納
税
組
合
で
納
付
さ
れ

る
か
た
は
、
各
組
合
で
決
め
ら
れ
た

収
納
取
扱
日
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
●

竹
理
収
務
所
（
岡
崎
騏
閥
人
目
）

　
内
容
　
墓
地
利
用
相
談
の
受
付
、

現
地
案
内
や
説
明
等
を
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
他
　
墓
地
利
川
の
巾
込
み
の

手
続
を
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
止
水
代
使
用
料
の

納
入
は
、
後
日
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

　
こ
ど
も
た
ち
の
析
年
の
夢
を
の
せ

て
、
楽
し
い
行
事
を
企
両
し
ま
し
た
。

●
ジ
ヤ
ン
ボ
カ
ル
タ
と
り
大
会

　
と
き
　
Ｉ
‥
月
２
日
・
３
Ｈ
　
午
後

(nqJでJ　・立つとき

　　　　　　膝をかかえたまま立つ

t

／　　　＿

●

　
Ｏ
時
3
0
分
～
２
時

　
と
こ
ろ
　
芝
生
広
場
（
雨
天
中
止
）

●
た
こ
あ
げ
大
会

　
と
き
　
１
月
Ｈ
日
　
午
後
Ｏ
時
Ｉ

　
３
時

　
と
こ
ろ
　
芝
生
広
場
（
雨
大
の
場

　
合
は
１
月
1
5
日
）

●
竹
馬
で
遊
ぼ
う

　
と
き
　
２
月
８
日
・
午
前
Ｈ
時
～

　
午
後
３
時

　
と
こ
ろ
　
自
山
広
場
（
雨
天
中
止
）

●
な
わ
と
び
大
会

　
と
き
　
２
Ｕ
１
５
ｎ
：
　
午
前
Ｈ
時
～

　
午
後
１
時

　
と
こ
ろ
　
自
由
広
場
（
雨
天
中
止
）

※
お
問
い
合
わ
せ
は

　
〒
４
ｊ
・
4
1
0
7
　
愛
知
県
幡
豆

　
郡
幡
豆
町
大
字
束
幡
豆
字
南
越
田

．／

'｀／

'･

^^B^' -'.^BS^^ttit^^̂' /^"

　　『

四㎜
> - ^^^ - - ■

岩
漕
市
民
セ
ン
タ
ー
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
教
室

｛
　
　
　
　
　

哨
　
原
　
圭
　
以
　
好
　
講
師

｝

３
番
地
　
愛
知
こ
ど
も
の
川
協
会

利
川
課
へ

　
わ
が
国
の
出
入
国
竹
理
令
で
は
、

外
国
人
は
、
1
6
腫
類
の
在
留
資
格
の

う
ち
、
い
ず
れ
か
一
つ
を
決
定
さ
れ

て
在
・
留
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

許
可
な
く
他
の
在
留
資
格
に
属
す
る

活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
眼
光
客
（
旅
券
に
押
印
さ

れ
た
わ
が
国
の
Ｌ
陸
許
可
証
印
の
ｓ
-

ｔ
ａ
ｔ
ｕ
ｓ
　
＾
又
は
、
外
国
人
登
録
証
明

書
の
在
留
資
格
欄
に
。
「
４
－
１
’

４
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
嗇
）
は
、

在
留
資
桁
の
変
史
が
法
令
上
恕
め
ら

れ
て
い
な
い
の
で
、
他
の
活
動
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
現
実
に
は
飲
食
店
や
キ
ャ
バ
レ

ー
な
ど
で
稼
働
や
出
演
を
し
て
い
る

事
例
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
違
反
に
対
し
て
は
、
刑

罰
及
び
岡
外
退
去
処
分
が
法
令
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
も

外
国
人
観
光
客
を
雇
川
し
な
い
ぶ
っ
、

ま
た
、
こ
れ
ら
の
違
反
が
あ
れ
ば
速

や
か
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
る
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

-一一一一一一一一一一
一一一一一一一

- 一 一 一 一 一 一- 一 一 一 一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

住
宅
金
融
公
庫

財
形
住
宅
融
資
の

　
　
ご
一
茉
内

　
住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
財
形
貯
薔

を
し
て
い
る
勤
労
者
（
３
年
以
上
行

い
、
そ
の
残
鳥
が
5
0
万
円
以
上
あ
る

か
た
）
を
対
象
に
財
形
住
宅
敞
資
の

借
人
申
込
み
の
受
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
融
資
は
、
公
庫
の
一
般

佃
人
住
宅
融
資
な
ど
と
あ
わ
せ
て
同

川
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
申
込
受
付
期
間
　
昭
i
ｓ
：
5
5
年
４
月

２
　
１
‐
印
１
昭
和
5
6
年
２
r
―
≫
2
8
日
出

　
融
資
額
　
財
形
貯
蓄
残
高
の
３
倍

　
（
1
.
5
0
0
万
円
が
限
度
）

　
利
率
　
年
８
・
７
５
％
（
こ
の
金

利
は
、
昭
和
5
5
年
６
月
Ｉ
ロ
現
在
の

金
利
で
す
が
、
今
後
の
企
融
情
勢
の

変
動
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
）

　
返
済
期
間
　
・
新
築
住
宅
・
‐
木
造

…
2
5
年
以
内
、
簡
易
耐
火
構
造
…
3
0

年
以
内
、
耐
火
構
造
：
3
5
年
以
内

・
中
古
住
宅
i
2
0
年
以
内
　
・
住
宅

改
良
－
1
0
年
以
内

　
返
済
方
法
　
元
利
均
等
毎
月
払
い

（
ボ
ー
ナ
ス
払
い
の
併
用
も
で
き
ま
す
）

　
く
わ
し
く
ば
、
公
昨
業
務
取
扱
金

融
機
関
、
又
は
住
宅
金
融
公
庫
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。
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皿福祉の村身体障害者センター

｢友愛の家｣定期事業のご案内

S21一一８ ０ ７

　
友
愛
の
家
で
は
、
在
宅
の
障
虫
‥
者

の
か
た
が
た
の
た
め
に
、
表
の
よ
う

な
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
川
く
だ
さ
い
。

　
利
用
で
き
る
か
た
　
岡
崎
市
又
は

幸
田
町
、
額
旧
町
に
お
住
ま
い
で
、

身
体
障
害
者
手
帳
を
有
す
る
か
た
!
｡

　
た
だ
し
、
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
の
各
教
室
に
つ
い
て
は
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
か
た
を

除
く
。

　
川
　
慢
性
疾
忠
等
で
病
状
の
悪
化

　
　
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
た

　
関
　
平
衡
機
能
に
障
害
を
有
す
る

　
　
か
た

　
倒
　
循
環
器
系
（
心
臓
・
血
圧
等
）

　
　
に
障
害
の
あ
る
か
た

　
倒
　
そ
の
他
、
医
師
が
不
適
当
と

　
　
認
め
る
か
た

※
送
迎
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

　
申
込
み
の
と
き
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

　　盆栽

展示分譲･交換会

　　の

　お知らせ

緑化センター
　　萱22　1 634

事業名 指導者
開　　催　　日

鳩　　所 教材費等 内　　　容

期　日
　　　　　－

時　問
　　一一

ここど

Itilで土に/¨言丿匹鸞
　　　　　l　　i　　　　，　　I

無料

身体;ご障害のあるかたの困

りごと，悩みことなど更正

援護に関ずること

機能匈復調練

It^S剱十　　　　1

;;4;

だ

7/4週私刷j　ﾐ2a

］　

’’

＼il岸　元Ｉ　　　　Ｌ　　　　１

を宅の服度障害者で59歳ま

でのかたの機能回伎訓練

教

餐

講

座

生け花 増田l美
4 II

■JSI・第3火曜tl

午|前陳卜　　　り　　' 4001']

　　　　I川　　　　｜
生け花の手ほどき

書　遭I杉浦済子

　　　｜

fit n　　' 午後I時｀　｜　　･I

第ト斟火賑町午筏納肺分，
100円｜楷書'行書-かなの手ほどき

ス

ポ
１
ツ

レ

ク
リ

工
｜

ン
ヨ

／

水泳歓室 大森国臣 叫過分叫唄
■|･･後^時匍分～'制限町　　I 5IX>円

　　午暖8時|献ぴミバリ一・
水沁の基本

“"グ"ILV4ﾉﾂﾞごにｿ詐ff fa'i

　　　｜

無料ill球の砥本

ソフトボ

ール教室
江崎章夫

扮n　　ソ巾o時｀　I fe円.の卜　　　，，．パトボ＿iﾚの基尽

第l・第川劃り　　!叫, 又ボーッ広場Ｉ　　Ｉ

≒;!μjllﾄ臨叫ﾚ門I臨
　　　　　　　　｜

η　　｜　<l　rートボールの嘔本

　　　　｜

フォーク

ダンスfti
薄井政一

併li

?fS3水曜FI 4で臨ﾀﾞｯし　〉
フォークダンスの基本

;歌■rーム）

　
実
施
団
体
　
岡
崎
盆
栽
会

　
展
示
分
譲
・
技
術
指
導
　
１
ｃ
ｖ
ａ
月
2
0

日
出
午
前
９
時
～
午
後
４
時
及
び
2
1

口
剛
午
前
９
峙
～
午
後
１
時
（
松
竹

梅
の
鉢
の
分
譲
も
行
い
ま
す
）

　
交
換
会
　
1
2
月
2
1
日
剛
午
後
１
時

～
４
時
（
一
般
の
か
た
の
参
加
歓
迎
）

↑､ａ.↑４ｔ､a.↑､ふ.↑↓↑↓やφｔ↓↑_．↑､"^や､i.

粉石けんの

学習会を!!

⑩
環境課自然保護係

一
一
一
　
粉
石
け
ん
を
見
直
し
、
上
手
に
使

１
う
た
め
に
学
習
会
を
開
き
ま
し
ょ
う
。

６
　
講
師
の
派
遣
や
あ
っ
旋
、
８
ミ
リ

３
フ
ィ
ル
ム
や
ス
ラ
イ
ド
の
貸
出
し
を

心
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

　
だ
さ
い
。

--

一一・

-

１
月
前
期
の

　
粗
大
ゴ
ミ
収
集

衛
生
セ
ン
タ
ー
　
ａ
2
2
1
5
4
3
６

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
粗
大
ゴ
ミ
持

ち
寄
り
場
所
へ
、
収
集
‐
の
午
前
８

時
3
0
分
ま
で
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ

Ｉ
Ｃ

Ｉ
Ｖ

14
日

㈲

13
日

㈲

12
日

卵

10
日

出

９

日
倒

８
日

困

７

日

困

６
日

出

収
集

日

Ill万

万

細
川

奥
山
田

北
斗
台

馴い

- 17- Fr

大
西
１区

２
区

生梨飢
糾

沢切　｀
雨

寺蓑

　｀|||
桑1
谷区

営2
の区

人’
　　竜
　　泉

吊

バ

ぞ市

舞池
本金
１　｀
区山
・刹

2 1
区区

　２
　区

収

集
実

施
町

名

ヅ

屯Lぺ

-
こ

豪
　
１
川
1
5
日
困
成
人
の
日

民
の
祝
日
に
あ
た
り
ま
す
の

み
の
収
集
及
び
し
尿
の
く
み
・

休
み
ま
す
。
ご
み
を
持
ち
出

へ
出
さ
な
い
よ
ヽ
つ
に
お
願
い
’



お　か　ざ　き市政だより昭和55年12月15日15

へ
お
申
込
み
の
う
え
、
当
日
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
働
く
婦
人
会
館

　
　
　
　
　
　
公
2
3
　
2
9
6
3

相
談
内
容
　
家
庭
問
題
（
夫
婦
、

相
続
、
生
き
が
い
等
困
り
ご
と
）

　
日
時
　
１
月
1
4
H
附
・
９
１
一
日
出

　
　
　
　
午
後
１
時
Ｉ
・
４
時

　
場
所
　
岡
崎
市
鴎
く
婦
人
会
館

　
相
談
員
　
家
庭
故
判
所
調
停
Ｕ

　
　
　
　
　
　
　
　
服
部
　
久
子
氏

　
相
談
料
　
無
料

　
申
込
方
法
　
お
早
め
に
、
働
く
婦

人
会
館
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

美
術
館
の

　
催
し
も
の

容
5
1
　
4
２
８
０

第
４
回
薫
門
展

　
　
　
　
　
１
月
８
日
～
１
月
Ｈ
‐

第
2
2
回
龍
墨
会
書
き
ぞ
め
展

　
　
　
　
　
１
月
７
日
～
１
月
Ｈ
日

第
2
4
回
岡
崎
市
小
中
学
校
書
き
初
め

展　
　
　
　
　
１
月
1
4
日
Ｉ
Ｉ
月
1
8
日

第
６
回
市
民
の
年
賀
状
展

　
　
　
　
　
１
月
2
1
日
～
１
月
2
5
日

第
４
回
西
三
河
高
等
学
校
生
徒
書
道

展

第
４
回
西
三
河
高
等
学
校
生
徒
美
術

展　
　
　
　
　
１
月
2
7
日
～
２
月
１
日

・
入
場
無
料
・
開
館
時
間
　
午
前
1
0

時
Ｉ
午
後
６
時
（
入
館
は
、
午
後
５

時
3
0
分
ま
で
。
各
行
事
と
も
最
終
日

は
、
閉
館
時
間
が
早
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

副｛
I
Ｃ

■
-
-

_

.
Ｖ
―
･
．
)
i

N
>
　
Ｖ
―

~
i

　
.
≫
≫

■
.

･

>
０
．
一
一

ｎ
几
Ｉ
Ｉ

ヽ
ｔ
４
″
・
『
ｆ
　
１
４
１
μ

▼
矢
作
農

協
牧
内
支
所
（
午
前
1
0
時
3
0
分
１
Ｈ

時
3
0
分
）
　
▼
六
ッ
美
北
部
小
学
校

　
（
午
後
１
時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
）

▼
六
ッ
美
中
部
小
学
校
（
午
後
３
時

～
４
時
）

▼
大
門
小

１
月
2
1
日
～
１
月
2
5
日
　
　
学
校
（
午
前
９
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分
）

　 　 　 　 ｜

｜

　
▼
大
樹
寺
小
学
校
（
午
前
1
0
時
4
5

分
～
1
1
時
4
5
分
）
　
▼
常
磐
小
学
校

（
午
後
１
時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
）
　
▼

常
磐
束
小
学
校
（
午
後
３
時
～
４
時
）

▼
男
川
小

学
校
（
午
前
1
0
時
3
0
分
｡
1
-
(
時
3
0
分
）

　
▼
六
ッ
美
南
部
小
学
校
（
午
後
１

時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
）
　
▼
福
岡
小

学
校
（
午
後
３
時
～
４
時
）

▼
本
宿
学

区
公
民
館
（
午
前
1
0
時
～
Ｈ
時
3
0
分
）

　
▼
山
中
小
学
校
（
午
後
１
時
3
0
分

～
２
時
3
0
分
）
　
　
▼
藤
川
小
学
校
（
午

後
３
時
～
４
時
）

▼
恵
田
小

学
校
（
午
前
９
時
3
0
分
～
1
0
時
3
0
分
）

　
▼
岩
津
小
学
校
（
午
前
1
0
時
4
5
分

１
Ｈ
時
4
5
分
）
　
▼
細
川
小
学
校
（
午

後
１
時
3
0
分
～
３
時
）
　
▼
奥
殿
小

学
校
（
午
後
３
時
3
0
分
Ｉ
４
時
）▼

矢
作
東

小
学
校
（
午
前
1
0
時
3
0
分
～
Ｈ
時
3
0

分
）
　
▼
矢
作
西
小
学
校
（
午
後
１

時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
）
　
▼
矢
作
北

小
学
校
（
午
後
３
時
～
４
時
）▼

生
平
小

学
校
（
午
前
1
0
時
3
0
分
～
Ｈ
時
3
0
分
）

　
▼
秦
梨
小
学
校
（
午
後
１
時
3
0
分

～
２
時
3
0
分
）
　
▼
常
磐
南
小
学
校

　
（
午
後
３
時
～
４
時
）

▼
美
合
束

部
農
協
（
午
前
1
0
時
3
0
分
～
1
1
時
3
0

分
）
　
▼
緑
丘
小
学
校
（
午
後
１
時

3
0
分
～
２
時
3
0
分
）
　
▼
竜
谷
小
学

校
（
午
後
３
時
～
４
時
）

-一一－一一一一一一
- - ，一一一一一一一一一一一一一一一一一

市
民
の
年
賀
状
展

作
品
募
集

の
図
書
館
　
ｇ

　
会
期
　
昭
和
5
6
年
１
月
2
1
日
㈹
～

１
月
2
5
日
剛
ま
で

　
会
場
　
岡
崎
市
芙
術
館

　
出
品
規
格
ほ
か
　
①
年
賀
は
が
き

か
．
そ
の
寸
法
大
の
用
紙
　
②
点
数

制
限
な
し
　
③
手
書
き
か
版
画
類
と

し
、
印
刷
物
は
除
く
　
④
自
作
・
胞

作
（
送
ら
れ
て
き
た
年
賀
状
）
を
問

い
ま
せ
ん

　
応
募
要
領
　
①
期
問
１
昭
和
5
5
年

寺
町
字
茶
園
Ｈ
の
３
　
郵
送
で
も
一

つ
こ
う
で
す
）

※
　
応
暮
作
品
は
、
原
則
と
し
て
お

　
返
し
で
き
ま
せ
ん
。

　
ｉ
図
書
館
か
ら
の
お
願
い
Ｉ

　
新
し
く
「
貸
出
証
」
を
作
ら
れ
る

か
た
は
、
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。
（
免
許
証
・
学
生
証
・

健
康
保
険
証
等
）

お知らせ　初詣でのため、観光道路の特別営業をします。　三ヶ根山スカイライン・鳳来寺山パークウェイ・本

　　　　　宮山スカイライン＝12月31日水23時～１月１日面Q時　三河湾スカイライン＝1月１日面A時～８時

交
通
遺
児
を
励
ま
す

　
ミ
カ
ち
ゃ
ん
ワ
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　
保
育
課
庶
務
係

ｌ
　
　
　
　
　
　
　

容
2
3
　
6
1
4
4

　
交
通
事
故
に
よ
り
、
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
を
亡
く
し
た
り
、
又
は
交

通
事
故
が
原
因
で
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
が
重
い
病
気
に
か
か
っ
て
い
る

家
庭
の
1
8
歳
以
下
の
子
ど
も
を
招
い

て
「
励
ま
す
会
」
を
開
佻
し
ま
す
の

で
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
日
　
時
　
1
2
川
2
1
日
川
　
午
前
1
0

時
～
午
後
Ｏ
時
3
0
分

　
場
　
所
　
太
陽
の
城
（
明
大
寺
本

町
一
丁
目
二
番
地
）

　
　
　
　
　
　
萱
2
3
　
6
4
3
3

お
も
な
相
談
内
容

▼
基
本
的
生
活
習
慣
の
し
つ
け
に
関

す
る
こ
と
（
食
事
、
唾
眠
、
く
せ
等
）

▼
社
会
性
の
発
達
、
性
格
の
形
成
に

関
す
る
こ
と
（
遊
び
、
友
達
、
反
抗
等
）

▼
情
操
、
知
能
の
発
達
に
関
す
る
こ

と
（
こ
と
ば
．
学
習
、
テ
レ
ビ
等
）

　
会
場
　
岡
崎
市
働
く
婦
人
会
館

　
開
設
日
　
１
月
８
口
・
2
2
日
・
2
9

日
（
毎
週
木
曜
日
）

　
相
談
員
　
市
社
会
教
育
指
導
貝

　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
俊
房
氏

　
申
込
方
法
　
電
話
2
3
－
6
4
3
3



一 一

冶種混合（百日せき・ジフテリア・

破傷風）・２種混合（ジフテリア・

破傷風）の予防接種を実施します

ぐ

　　　　　　　　　　　　　　保健課保健係　S23-6180

対象者

　『蜀置T!涸－－1

　　①　昭和53年４月２口から昭fl!53年12月31口までに

　　　出生した幼児。

　　②　昭和53年いに日以前に出生した幼児で第i川

　　　　３回の接繩が完了していない幼児。

　F彊竃ｍ膠－－1

　　　　昭和51年12)]31l]以前に出生したm児で第1 期を

　　　　１回又は、2lnJ接睡して、３回完了していない幼昿

　F彊厦ｌ疆－l■

　　　　昭f【】52年１月１日から昭和52年６月30ロまで･に出

　　　生した幼児で昭和5μ1^-12月31日以前に完了した幼児っ

　F－彊Ⅲ疆－11

　　　　　第i期を完了して12ヶ月以トを経tihした６才未満

　　　の幼児。

料　金　無料

１月日程表

'7　fM －.ニ．７ｊ∴‥ご………二こ‥'･・‥'J・7 H｡り　午後1

H.V:u 分～:i H.V:iり分

　　　　　　　　　　　-

本　宿　学　区　公　民　飾

　

9-＿、Ｊ．．、ニ１．　　　･･ ..1.....>r

S 口ぷ
'r-rii(nり時　～11

午陵1 時;ii>分～:j

9 ロ哨
午前io時　- [1

午汲I叶M'/r~ -i

12日IH)
午IliJlO叶　- 11

r-後1時:≫i分･--'A

13 FT[幻 千筏1 り卵分～,( II

】４日（利卜後1 ＼＼卜○分～-.i11

lG日詣‥
-lllil)N

-f爰1 H

　　- 11
卵分- :',

゛!V剪烈叶…--.-:
'i｀津市民セ・　ター午後I時:^;竺~3i.^:>u^|^ ■'' rn n: ^

. r -

- li時^iり分’

--一一--------- <鴉　田　　町　民　会　館

千筏1 り卵分～,-( V-'f-.W分人平lli心セ

卜後1 ＼＼卜○分～-.iii.>rio分 太　　陽　　の

人平.!/民セン　ター,

匹‾

■

　　　　--一

腰

１月の

-

16－

万策建だよりi

厚生経済部保健課

　　　萱23 6179

痛
く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡崎市医師会

m痛ク)原因は非常に多く、簡単には説明できませんが、

ちょっと重いものをさぱたり、腰をひねったり、或いは

圀の1このものをとろうとした剛mに腰を痛める、俗にい

うギヽ･､クリ腰（医学的には腰部捻挫という）が一番多い

ようです。これは2～3日の安静でたいてい治るもので

すが、時には長期間腰痛に悩まされることもあります。

予防としては、前記のような動w^を匯力巡けるほか、腰

痛休操などで背・腰筋力をつけるように努力することが

大切です。

　しかし、腰痛の原M＼には、椎間板ヘルニヤ、脊推分嘔

症、辻り症、変形性脊椎症、骨祖髭症、脊椎管狭窄症等

々、整形外f-l･的領域に属する病気がたくさんあり、更に

は肝臓、すい臓、十二指腸、或いは子宮などの内臓疾忠

に山来する関左痛もありますので、簡単に考えず、？一期

に医師の診察を受けられるようおすすめします。

　_rﾆ些些旦1ご|‘･後1 ii.V:u)分~3II.匹　陽　　　の　　　城
　1鵬酒に謡元に訃を士Ａヤ七賢　・羅b年末年始の保健所業務

　－回・－
聯突入

公　　　・回

i
r

参

　‾,-. 丁耳盲ぷ蒔‾‾’ -万n抑O々　‾　　，．　‾二丁　　　　　　　　　　　　　　　川剛削呆随所　022-2501)
　201=1 Xト'r-f^

1°ぷぷr｡ご:ia.V30ぷ岡　　μ'-　　　　又　　　　岬r　　　　__．　一一－　　　　　　　　　　　　　．一．‥　　　．-　　-．　　　　-，●二引言言言言二大いい二コニ

I 丁よいﾆﾚｻﾞ古ﾔﾔｻﾋﾞ
　匹二田柚戸二‾　　゛j lii: m fi｜川川卜川1

　22日困う;ぷ,゛;‘･;こｌこTljｗ･;jヽｗ’人IV
.|」民セ´夕‘4　　　　　ト　　　ー－一一　‥　　づ

23 日効

2G日倒

一

97日(火)

28日剛

一
29日(和
一

30日哨
- ㎜ ㎜ ■

　-11

■,'r- 3
－－
　-- II

'IT- A
－
　- II

'if- :i

にﾄII肖　４　ｊ

な.K}分　乙「’１-ＪＩ乱6丿－｀゛夭”j民゛

おなりヽぃぃぃ
丿~ AI「.＼-■≫)分一束乱「b民セ

　- II

■ir~A

(.V:り分

|■t:io分
芙　合　公

　-- II

■/t-~ .■)

|,りり分

|なぶ)分

岡　　崎

圖　崎　勤　労

　～11
分～-.i

ぉし川常　外　小

な｢引)分労　働　文　化

午後I 時M}分～:i 時30分

午後1 時:奴)分～^^時:u)分

-f-ri'jiOH.V　　～lUl.V.'W分

･●-････････丿･･･●･●･･--･･-･-一
価後1 時3o分- A時■M)分

午iriioii.V　　～

･-･･････-････-●7●･

午f変I時30分～

－　　　一一

午前io時　　～】lU.'fliO分

■･-･-･●･･････--･･-●●･●●･･･-一

午後口柚)分～3時ぷ）分

一一

|こ後1 時30分～:i時30分

　　　　　　　　-

タ

ー

・ト’x≒≒TH ｙ二讐

康　ﾚ成　　人　　崩　　fll　　駿　12l!22日0i)

　　-　　　　　-･一一-十一

引　！暖　　産　　扁　　Ill　　談' 12月i8日湘

哭　作　市　尺 セ

i 10～11時

　　　　　　　　　　　　一一
削　｜妊　産　励　m　戎 l2月l≪日',-%i∩月8 田柚

験　i 精　神　術　生　川　談 1リ｣26Hが1 Jい出勿

試

験

腸　内　細　ivl　険　卜 121123日向 １月Ｇ［］i-K)

祐　咳　曲　隋　し 12月■^＼日巾１月7 日湘

寄　ｔ　虫　検　介 12l1^3日陶 1 1-16日次Ｉ

海　　毒　　検　　l*t l2旧5H内 1II6 卜心

ね祚　・　Cf　I..　!.!　■WA '.;，'1,，ii.,.nり．1 日ざ｀F1i-i.-i

試
　
験
　
倹
　
＆

測　'! - ' 1 *J月25[]囚 1 月e口吻

IT.

皿　液　　型　　険　在■■ I2ni9日圀ノ月り以･り

臨　床　学　的　険　を 12月24日湘 １月12日川

飲　料　水　嶮　を i2川r)日㈲ １川12H(M]

その他 不　用　人　引　収

-－一一

121122口凹 1 J｣]2nun
-

タ　一

一一

疆晶よりおか目に？ヤタ

　　　　　ー

当日は必ず体温を,則定し. 母子他康手帳を持参してください

pS蒙　離乳食講習会
　　　　　　　　　　－
開催日時　1 月16日（剥　午mi時30分から

場　所　岡崎保随所（康生通西3 －30　Q22－2501）

対　象　３か月～６か月児のほ親

持参するもの　母子仙康手帳
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場　所　母子老人保健センター

　　　　(伊賀新町　働く婦人会館隣り　S21－'1825)

日　程　表

繩　類

老人・成人

日

一一一
時　　｜

　　13［I
(火

午前lO時～11時30分

午後１時～2時30分

健康相談

|
|　午･岨時％W30分

　　　　ｔ　午後＼ﾚ時~:２時30分

内

川工洲定・検|,μ

保鯉桁導

I-･････●･-･･･●●･･･1

ifiL'il.i!iJ定・倹りﾐ

H I j.●●●●二｀･

-

容

・お母さんと赤ちゃんの健康のためにぜひお受けくださ

　,^

・lie]目の教室は妊娠と気づいたらできるだけ早くお受

　けください。

持参するもの　母子鯉康手帳（なくても可），筆記用共

受　講　料　無料　時間　午後１時

日　程　表　　　　（保健課健康管理係　豊23 －6081)
晒‾

１

回

口

　　日-

8 日困

22 H村

　場　　　所

岡崎傑健所

対象

青少年センター
太　陽　の　城

ま
で
の
か
た

妊
娠
７
ヵ
川

　　内　　　　　　容

妊娠中の異常・栄養・心の
術生・妊娠中期の日常'i-i.*;
心> 休の準備と赤ちゃんの

衣珀の選びな・映叫

２

３

市政だより お　か　ざ　き

　保健婦の育児相談を受ける方

〇受付時間　午前1011.'/=～11時30分

〇内　　容　体爪・身長測定、育兜・栄養fこ日談

　医師の診察を行う対象者

０３～４ヵ月の乳児および４ヵ月以後で初めて受診さ

　れるかた。

〇受付時間　午後１時~ 2峙

○内　　容　医帥の診察、体重・身長洲定、育児・栄

　　　　　　養相談

　母子手帳・うすいバスタオルを必ずご持参ください。

日　程　表 (保健課健康管理係

■　　　・　　㎜■㎜■㎜
　　　　場　　　　　　所

Ilf　少　年　セ　ン　タ　ー

20出火)　kl;り)城･測人ざ本町・

Ｈ｢1｢昶｣ほI'｀と人傑健センター

211｣(水)
-
lGHl.fr)

-
7 日印

-
2引H(i≫

f陥新町　索くMﾉ､会館^*^')・

023－6084)

三島・城南学区

･･ Ij741■-■■■¶-■¶ふΦ●●

八r;・遮尺学区

片川・愛宕・広幡学区

･･a-●-4-7■■-･a -7¶■a●･●-■■-I■¶●4■･w■

人樹与･大門学区･常磐地区

岡　崎　勁　労　会　館　眼有・mm学区

u /5i;句寸分詰

Xこ作ぶ民センターい､節-南・北学区

27川:); X5　　仔　　公　　尺　　館　笑介* 亀谷･縁h:･藤|l|学区
二二二こ！二こ一　　　　　　　一一-一一

is箇ぶ■ ^y匹宿町ぷ川病院A'.宿・山中学区
-

8 IM囚　It* ;iトiti 尺セン　ター

20lJ吻|六･･■ ifil＼i民センター-

閻崎i|] 医師会館

●

―
ｌ
ｒ
’
！
Ｉ

２
　
回 22日出

目i 29 口巾

象
意
所

対
注
場

日　程

岡崎保fit所

青少丿
太　｜

ン
の

セ年
陽

ﾀ
ilk

後期の|常'ﾓ活･ 人院

期と心鳴え' -hiちゃん

察と取り扱い・およf K

f!i:他制度

昭fP52年12 月生まれの子

ほ子健康手帳持参、尿検査を実施します。

岡崎保健所（康生通西３の30　022－2501)

表

日 受付時間

㎜㎜㎜　　　㎜㎜　－＝¶

　　対象学区　　ｉ

６日

出
午後１時～　　|井田、美合、竜谷、藤川、縁

　　　２時30分丘、梅闘

13日

(匍

午前引吟～

　　　JO時30分
矢作(束、乱南．北)

午後i時～

　　　２時.■^0分

羽根､岡||軋愛仏岩出､常磐、

常磐南･束､細川､爽,殿､心川

20日

肉

午後１時～

　　　２時30分
大町寺、六名、＼i鴎L大門
辿尺

27日
　陶

午li'j9卜~
　　　10時30分

三島、六ッ美、（ﾆ|ﾋ、巾、巾)・
脆以I'd美丘　　　　　ｉ

午後1時～

　　　2 時30分

伝ｨI.広怜、泰梨、山中、リ丿
川、本宿、生平　　　　　，

-

lGHil?) 人t- tfi尺セン9 ー

むI r･忠川･細iii･奥殿学区

六･･笑地区

屯笑斤.学区

男W学区・河合地区=奇数月のみ

※Xf乍西･東、福岡学区のかたは２月に行います。

※皆様の各地区に婦人民生児童委貝のかたがおられます。妊

　娠中･分娩･育i等でおmりのかたは気軽にご相談ください。
　　-

受付時間

内　　容

午後l時～２時

医師・曲科医師の診察、身体測定、育児・

栄養熊淡

持参するもの　障子健康于帳

日　程　表　　　　（保健課健康管理係 023-6084)

口 会　　賜 　　一一t-i 象氾 　　　一一
区　　　　妓

･idU内 叫!･杷A.
似鯉センター

Il.'if1l54年7川± 愛宕■ t|-Kl■･帛!f・人
川一大t(f .'i一丿区

30 i

川

巾

㈲
岡　　崎

勤労余館

　　　　　I

.
皿I?ぐ|ﾘ艮ﾉﾂﾞでﾚ

.
じ

.

II　ﾄﾞ｀名■ 三心ﾌﾁﾞ尺で区

30 [J {湘

10日(11)

261101)

川崎・羽限・福閻・眼

仔で礁

…………….……- - I

六名・三鵬・連尺学区l

-㎜㎜㎜■･･･●●･.■●4φ●･㎜●-㎜㎜-甲･●･. -. J

応; V- I' ・ 広幡・私り軸･

嘸男ごむ希

‥__

I'.I

21)

回

向

勤労余館|
八-f,一一.1･i一辿尺'"f-区

砥美卜.・広幡・皿南・
flii|吋丿区

21卜㈲ 火外ji,民
センター-

人作地区

９田勿 八･･尨H･K
センター

ii㈲iSが|ﾘin上 ,I、・飽地区

22(:i困
岩,H ili･尺

センタ. .

　‥-一一一一 -
片津・.■iU!l・徊JI|・1処
靫学区

※指定のiμに都合の悪いかたは。

　寄りの会場で受けてください。

1 歳8ヵ月までに最

※束部・河合地区、男川、美合、緑丘学区のかたは２月

　に行います。
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突発急患者のための休日緊息当直医師

休日・夜間診療は急病の人のため　休日・夜間の急病はまず「かかりつけの医師」へ

年末年始及び

１月中の

｜

１

１７
､鑑皿汲

斉藤医院
ｊご

-i■

三崎内糾病院

ご詣

●皿g‐

斉mm院

　（伝馬3)

021－0555

S皿b■

三嘆内糾病院

　（六供3)

魯22－3232

Ｘ朧皿-l,

斉藤医院

　（伝馬3)

tS21－0555

●■JIg皿

後藤医院

　伝馬3）

魯21－4071

●皿[gfls‐

オハラ医院

　（中町6)

021－6308

$ n I& 1^ ^

魯21-1845　?1

Ｓ

ｉ

大見医院

　(上青i)

tt43－2128

杉浦医院

　(能見1)

024 －1470

長谷医院

　(福tiTl)

043－2150

村山医院

　(中島)

043－2027

神谷医院

　(幸田)

萱幸田2一mi

しまだ小剔梧院

　(明大寺)

O51－1411

林　医院

　(明大寺)

魯51一1875

船川医院

(川大寺)

萱51－1897

中尾医院

（柱）

051－0018

柱診療所

　（柱)

051－4076

　当

　時
　間

　休

　日

　午

　前
　９

　時

　S

　12
　時

岡

崎午
討

師時
会ｓ

　６

雲時

52
１

１

５

７

１

前川医院

　（本町3）

022－0497

中田医院

(矢作)

き31－2728

吉田医院

　(宇頭)

き31－5110

新海医院

　板屋)

021－0023

中田医院

　(矢作)

031 －2728

長坂病院

(矢作喘)

B31－3170

和田医院

　(八帖北)

021－0987

大浜医院

　（松本1)

021－0743

ｉ
竹内医院

　(松本)

魯22－1260

水野医院

　(能見り

tt23－7158

中川医院

　(矢作)

魯31-2728

i?藤医院

　(西大友)

031-7107

水野医院

(能見い

昔23－7158

中

　Ｇ

魯3

｜医院

　作｝

－2728

伊藤医院

　(西大友)

魯31－7107

大堀医院

　(宇頭)

魯31－3688

長>s.病院

　｛矢作僑｝

豊3－3170

「

１

村川医院

（十王2)

O21-4511

大原医院

（十王1)

O21-1585

山中医院

　（伝馬4）

S21一80 M

須田医院

　（六供)

豊23－3170

遠山医院

{鴨田)

魯21－7946

河合医院

　(能見)

さ21－659i

艮坂病院

　(矢作僑)

1531－3170

囲部村病m.

　(康上南)

豊23一8161

神谷医院

(川大寺)

Q51 －5037

ｎ

｜

大竹医院

　(明大寺)

022-1449

亀井医院

　(羽眼)

053－1128

松下医院

(明大寺)

051－5094

伊藤医院

　(西大友)

Q31－7107

大竹医院

(叫大寺)

魯22－1449

亀井医院

　(羽嶼)

B53－1128

伊藤医院

　(西大友)

031－7107

大堀医院

　(宇頭)

O31－3688

橋本医院

　(康生南)

魯22－3497

｜
坂童医腕

　（福舟l)

萱21－6156

中西医院

（伊賀？）

022－3581

松下医院

　(明大寺)

051-5094

渋谷医院

　(鴨田）

023-0169

大橋医院

（上六名1)

052－0684

鳥田病院

（伝馬1）

魯21－3387

山本病胱

　（連尺i）

021-0359

中野医院

　(本iirr丿

022－0261

坂堂医院

　福壽i）

n21－6156

ｉ
杉浦医院

　(康生東)

021－4880

桐渕医院

　(唐ifi)

O2Z－1291

小鳥医院

　（松本1)

霖23－3381

鍋田医院

(中鳥)

豊43－2046

矢藤医院

　(能見)

魯22－0641

粟屋医院

　(鴨川)

021－3656

南部医院

　｛羽根)

t5f51－5334

伊囃医院

　(亀井川

霖21－3313

岡田医院

(A幡1)

021－0134

；

歯科医師会館(六供町三本松18の１　六供浄水場西約lOOm)　　　　　　Zg::g;乖鵬Z二濡

｜

救急医療情報のこ・利用は→(二a2⊆iTir)へ:

動
く
市
政
教
室

参
加
団
体
募
集

　
市
・
県
の
施
設
を
見
学
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
「
動
く
市
政
教
室
」
の
参

加
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　
実
施
日
　
一
月
1
6
日
出
、
2
1
日
出
、

2
2
日
出
、
2
3
日
出
、
2
8
日
出
、
2
9
日

困
、
3
0
日
倒
　
２
月
４
日
出
、
５
日

困18團

、
６
日
出
、
1
2
日
困
、
1
3
日
出
、

日
出
、
1
9
日
出
、
2
0
日
吻
、
2
5
日

、
2
6
日
出
、
2
7
日
出
　
３
月
４
日

附
、
５
日
出
、
６
日
倒
、
Ｈ
日
出
、

1
2
日
出
、
1
3
日
倒
、
1
8
日
出
、
1
9
日

出
、
2
0
日
出
、
2
5
日
出
、
2
6
日
出
、

2
7
日
出

　
見
学
施
設
と
コ
ー
ス
　
次
の
市
・

県
の
施
設
か
ら
、
４
～
５
ヵ
所
を
選

択
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
た
だ
し
、

コ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
広
聴
係
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
施
設
　
消
防
庁
舎
、
福
祉
の
村
、

福
祉
会
館
（
緑
の
家
）
、
太
陽
の
城
、

図
書
館
、
美
術
館
、
竜
美
丘
会
館
、

市
民
セ
ン
タ
ー
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
、

男
川
浄
水
場
、
体
育
館
、
働
く
婦
人

会
館
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
少
年

自
然
の
家
、
や
す
ら
ぎ
公
園
、
南
公

園
交
通
広
場
。
緑
化
セ
ン
タ
ー
、
束

広報広聴課広聴係

　　023－6 0 1 2

公
園
。
桑
谷
山
荘
、
給
食
セ
ン
タ
ー
、

追
進
営
農
大
学
佼
、
極
畜
セ
ン
タ
ー

　
見
学
予
定
時
間
　
午
前
９
時
～
午

後
３
時
3
0
分

　
定
員
　
各
団
体
と
も
4
0
名

　
申
込
先
・
方
法
　
団
休
申
込
み
に

限
り
ま
す
の
で
、
町
内
会
、
婦
人
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
．
母
の
会
等

の
各
極
団
体
・
グ
ル
ー
プ
で
人
員
を

お
取
り
ま
と
め
の
う
え
、
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
　
集
合
地
ま
で
の
送
迎
を

し
ま
す
。
参
加
賞
は
無
料
。
雨
天
決

行
。

　
弁
当
、
水
筒
、
筆
記
具
等
は
、
各

自
で
ご
持
参
の
う
え
、
行
動
し
や
す

い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

な　
ご
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